
局 部 課

3 年度

9

10

ー

無

事業の実施主体
（実施主体となる団体等）

本庁

事業開始年度

6
事業の対象
（対象とする人や物、対象数）

4

事業の概要

実施根拠
堺市表彰等規則、堺市表彰要綱、堺市有功章実施要綱

（根拠法令、条例等）

指標名

無 現状値

年度

Ⅰ．基本情報

無 取組      ―     

事業の位置付け

1

堺市基本

計画

2025

施策

との

関連

有・無 戦略

取組の方向性 ―

2 関連計画

寄与

する

KPI

有・無

無 現状値 ― 目標値

―

―

令和5年度　事務事業評価シート（１）

[ 令和4年度事務事業 ]
一般会計 事務事業分類 A　一般事務事業

―

寄与

する

KPI

ゴール

有・無 指標名

―

堺市SDGs

未来都市

計画

施策

との

関連

有・無

事務事業名 渉外関係一般事務 事業番号 001-001

担当部署名 市長公室 秘書 秘書

施策― 　―　

   ―   ターゲット

―

― 目標値

明治 22

公民連携・協働事業

点検対象年度 令和 7

7
事業の目的
（事業実施によりめざす状態）

（堺市表彰式）市政の発展に貢献いただいた市民の方々への表彰状の授与を通して、市民の市に対する愛着や誇りを高めシビッ

クプライドの醸成に繋げる。

（市長等表彰）本市の発展若しくは市民の福祉の向上に寄与し、又は市民の模範となり、その功績が顕著である個人又は団体を

表彰することにより、地域振興に繋げる。

（新年互礼会）行政、政財界等の関係者が一堂に会し、新年の賀詞交換を行う。

5

（堺市表彰式・市長等表彰）堺市の発展若しくは市民の福祉の向上に寄与し、又は

市民の模範となり、その功績が顕著である個人又は団体

（新年互礼会）各種団体の役員他（約1,100名）

対象数 単位

ー

人

Ⅱ．事業目的の達成状況

8

事業内容

（目的を達成するための手

段）

※スケジュール、実施方法・手

段、事業規模・回数など

（堺市表彰式）毎年7月26日に市の施設において、市長表彰式を行う。

（市長等表彰）市長表彰：堺市表彰等規則に基づき、庁内及び堺市自治連合協議会から被表彰候補者を募

　　　　　　　　　　　　　　　  　　り、開庁記念日（7月26日）に表彰する。

　　　　　　　　　　国家栄典：地方自治の育成発展に貢献し功績顕著な方を、内閣府が所管する春秋叙勲

                               　　   （4月29日、11月3日）の候補者として上申する。

　 　 憲法記念日知事表彰：永年地方自治行政に従事し公共の福祉増進に功績顕著な方等を、大阪府が

                                      所管する憲法記念日知事表彰（5月3日）の候補者として上申する。

（新年互礼会）毎年１月仕事始めの日に、民間ホテル等において、新年の賀詞交換・交流・親睦を図る。

主な支出先（委託・補助金・負担金等） （新年互礼会）堺新年互礼会実行委員会

※国・府の基準より上回って実

施した内容を具体的に記載

事業の成果や活動実績の測定

11

成果指標(目的の達成状況を測定) 単位
実績 目標 目標

（市長表彰）

　被表彰者数
人

目標値 260 270 280 300

当該指標を選定した理由
市政に多大な貢献のあった市民を称え顕彰することにより、市民に対し市政へのさらなる参画と協力を促すことができるた

め。

目標値の設定根拠・算出方法 平成30年度実績を基準とし、表彰者数を増加させることを目標とする。

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和7年度 

点検対象年度

実績値 265 267

達成率 102% 99%

令和3年度 令和4年度 令和5年度

（市長表彰）

　被推薦者数

当該指標を選定した理由
堺市表彰等規則に基づき、庁内及び堺市自治連合協議会から被表彰候補者を募る善行者表彰及び地域貢献者表

彰の推薦者数を指標とすることで、市民参画・市民協働意識の向上につながるため。

目標値の設定根拠・算出方法 平成30年度実績を基準とし、推薦者数を増加させることを目標とする。

12

活動指標(成果を上げるための手段) 単位
実績 目標

目標値 270 280 290

実績値 269

100% 100%

281

達成率



事業コスト ※当初予算には、前年度からの繰越分を含む。

（ ）

14

15

1,000 1,000

212 212

211 211

730 730

渉外関係一般事務 事業番号 001-001

令和5年度　事務事業評価シート（２）

13

項　　　目
令和2年度 令和3年度 令和4年度

事務事業名

0

財

源

内

訳

国支出金 0

令和5年度

Ⅲ．投入量

（単位：千円）

事業費  (a)

0 0 0

市債 0 0 0

決算

1,319 1,844 3,372 2,874

0

0その他

府支出金　

受益者負担金(使用料、手数料等）　 0

年間経費(ｃ)=(a)+(ｂ) 25,569 26,344 27,972 27,474

事業費の内訳 （単位：千円）

一般財源 1,319 1,844 3,372 2,874 3,286

人件費  （ｂ） 24,250 24,500 24,600 24,600 24,370

16

事

業

費

内

訳

項　　　目 年度 事業費
うち

一般財源
項　　　目 年度

184

R4 決算 0 0

R5 予算 415 415 R5 予算

R4 決算 119 119

事業費

85

R5 予算 400 400 R5 予算 184

予算

手数料

謝礼金
R4 決算 400 400

通信運搬費
R4 決算

③ 単位当たり経費（②÷①×1,000円） 円/単位

② 上記①にかかる年間経費 千円

備考（算出についての説明等） 年間経費は、事業費のうち、「市長表彰」に係る経費を記載。

印刷製本費
R4 決算 176 176

新年互礼会開催負担金
R4 決算

① （市長表彰）被表彰者数 人

Ⅳ．事業の効率性
単位当たり経費

17

KPI等への寄与（基本計画等のKPI・取組の方向性や事業の目的の達成にどのように寄与したか）

19

（堺市表彰式）市政の発展に貢献いただいた市民の方々へ表彰状や感謝状の贈呈を行い、受賞者の方々の市に対する愛着や誇りを高め、シビック

プライドの醸成に寄与した。

（市長表彰）幅広い分野で活躍されている多くの功績者等を表彰することで、さらなる活躍を促し、市政発展に資する公益的な活動の機運を高める

ことができた。

（新年互礼会）行政、政財界等の関係者が一堂に会し、新年の賀詞交換・交流・親睦を図ることができた。

Ⅴ．評価
費用対効果に係る所見

18

（堺市表彰式）堺市表彰式の実施内容を見直し（一部催しの廃止）経費削減を図ったが、会場での表彰状・感謝状の贈呈や市長との記念撮影

の実施により受賞者の方々に満足していただけた。

（市長表彰)　令和4年度堺市表彰に係る候補者数及び推薦者数について、概ね目標値を達成しており、市民参画・市民協働意識の向上に寄与

できた。

（新年互礼会）実行委員会形式で実施しているため本市のみで費用を縮減できるものではないが、共催者との協議により飲食にかかる費用等を見

直し、経費を削減できた。

256 256 R5

単位区　　分 令和3年度

265

500

1,887

R5 予算

R5 予算 1 1 R5
食糧費

R4

決算 当初予算 決算

消耗品費
R4 決算 69 69

会場等借上料
R4 決算

その他報償費

R5 予算 88 88 R5

当初予算

0

0

うち

一般財源

0

3,286

27,656

0

0 0

85

814 814

予算 1,000 1,000

予算

決算 0 0
内外情勢調査会負担金

決算R4

令和4年度

267

500

1,873


